
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集会参加者の声 

・ＰＴ活動が忙しい。猫の手も借りたいぐらい。 

・逗子駅の当該組合員は毎日日勤。こういう扱いを受ける 

のはどうなのかと思う。 

・職場集会を開催し、評価制度導入に対して多くの組合員か  

ら意見が出された。 

・事象が多いことで見せしめのような掲示がされている。 

やりすぎではという声も出ている。 

・「JR東日本グループのさらなる飛躍に向けたらたな組織と働き方について」の修正提案が出された。 

 一律１５，０００円の業務手当。乗務に対する特殊性が薄められていく。 

・職場は要員不足。団体交渉にも参加し職場の現実を訴えてきた。 

・関係省庁が判断する前に交渉を進めようとする。ナンセンスだ！！ 

・今でさえ産業医が職場に来た場面を見たことが無い。これからはエリアが広くなる。実際にそれが出

来るのか？検証もしていくべき。 

・できれば今の仕事を続けていきたい。この先どうなるのか不安。 
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ＪＲ東労組 
大船支部 

 １１月４日、鎌倉芸術館・会議室１において「傲慢な会社経営を許さず、命と生活を守る１１・４集

会」を開催し、２５名の仲間が結集しました。地本プロジェクトチームが作成したパワーポイントにて

今後予定されている組織再編や人事・賃金制度、年末手当のたたかいについて提起を行いました。また

横浜地本岡本情宣部長より、逗子駅で行われている懲罰的日勤教育について提起がされ、その後意見交

換を行いました。  

施策実施ありきの団体交渉の再開や低額回答を繰り返す会社姿勢を許さず、年末手当要求実現や次期

過半数代表選勝利に向けた意思統一を行いました。 


